
2025.3.20
薬 品 名 形状他 混合状況 倍率 キトサン 使用順序

ランマンフロアブル フロアブル ○ 1000 300
モンカットフロアブル40 フロアブル ○ 1000 300
シルバキュアフロアブル フロアブル ○ 500 300
ダントツEXフロアブル フロアブル ○ 2500 300 後先関係なし
レーバスフロアブル フロアブル ○ 1500 300
ベフトップジンフロアブル フロアブル ○ 800 300 後先関係なし
リライアブルフロアブル フロアブル ○ 1000 500
リゾレックスベフランフロアブル フロアブル △ 500 300 下記参照
フジドーLフロアブル フロアブル ○ 500 300
フロンサイドSCフロアブル フロアブル ○ 1000 300 後先関係なし
モベントフロアブル フロアブル ○ 1000 300
アクタラ顆粒水溶剤 顆粒 ○ 2000 300
スターナ水和剤 粉剤 ○ 1000 300 下記参照
リゾレックスH粉剤 粉剤 △ 500 300 下記参照
トップジンM 水和剤 〇 1000 500
ベンレート 水和剤 〇 2000 500
ダコニール1000 フロアブル 〇 1000 500
ベルクート 水和剤 ○ 2000 1000
アミスター20フロアブル フロアブル 〇 2000 500
コサイド3000 銅水和剤 〇 1000倍 500倍 ※pH7.4
コサイド3000 銅水和剤 ✕ 1000倍 300倍 ※pH6.9
Zボルドー水和剤 銅水和剤 〇 400倍 500倍 ※pH7.4
Zボルドー水和剤 銅水和剤 ✕ 400倍 300倍 ※pH6.8
ジーファイン水和剤 銅水和剤 △ 1000 1000
カスミンボルドー 銅水和剤 〇 500 500 カッパーシン水和剤
ICボルドー66 銅水和剤 〇 50 500 ※3分以内に沈降
キノンドー水和剤80 有機銅 〇 1200 500 非イオン界面活性剤
アグリマイシン100 水和剤 〇 1000 500
バクテサイド 水和剤 〇 750 500
マイコシールド水和剤 殺菌 ○ 1500 1000
ジマンダイセン水和剤 殺菌 ✕ 600 1000
グリーンダイセン水和剤 殺菌 ✕ 600 1000 ジマンダイセと同じ成分
ストロビードライフロアブル 殺菌 △ 2000 1000
バリダイシン5液剤 殺菌 ○ 500 1000
ダーズバンDF 殺菌 ○ 3000 1000
ダコレート水和剤 殺菌 ○ 1000 1000
トレノックスフロアブル 殺菌 ○ 500 1000
オンリーワンフロアブル 殺菌 ○ 2000 1000
アグレプト水和剤 殺菌 ○ 1000 1000
デランフロアブル 殺菌 ○ 600 1000
スピノエース顆粒水和剤 殺虫 〇 1000 500
スプラサイド水和剤 殺虫 ○ 1000 1000
サムコルフロアブル10 殺虫 ○ 5000 1000
モスピラン顆粒水和剤 殺虫 ○ 2000 1000
トリフミン水和剤 殺虫 ○ 500 1000
バリアード顆粒水和剤 殺虫 ○ 3000 1000
ロディ―乳剤 殺虫 ○ 1000 1000

農薬とランドグリーンPRO混合テスト　
※キトサン＝ランドグリーンPRO



スカウトフロアブル 殺虫 ○ 2000 1000
エクシレルSE 殺虫 ○ 5000 1000
プレバソンフロアブル 殺虫 ○ 2000 500 注意：キトサン先入で凝集
ディアナSC 殺虫 ○ 2500 500
アファーム乳剤 殺虫 ○ 1000 500
ベネビアOD 殺虫 ●✖ 2000 300 混合できるが散布後トラブル
MCPソーダ塩 除草剤 〇 100 500
バサグラン液 除草剤 〇 100 500
アクチノール乳剤 除草剤 〇 100 500
エコパートフロアブル 除草剤 ○ 1000 300
ガルシアフロアブル 除草剤 ○ 400 300
トレファノサイド乳剤 除草剤 ○ 300 300
グラミンS （非＋陰イオン） 展着剤 ○ 3000 300 後先関係なし
まくぴか （非イオン） 展着剤 ○ 3000 300 後先関係なし
アプローチ （非イオン） 展着剤 ○ 3000 300 後先関係なし
ブレイクスルー 展着剤 ○ 非イオン界面活性剤

下記農薬との混用は、凝集するためお避け下さい。

ホライズンドライフロアブル DF ✕ 1000 300 凝集・沈殿
ウララDF水和剤 DF ✕ 500 300 凝集・沈殿
ドイツボルドー 粉剤 ✕ 500 300 凝集・沈殿

備 考
〇 キトサン混合による差異はなし。
△ 撹拌している間は特に差異はないが、撹拌を止めるとゆるやかに沈殿する。
✕ 凝集し沈殿する。
●✖混合はできるが、散布後に葉にトラブルあり。

使用上の注意
●農薬とランドグリーンの計量カップを分けて使ってください。

酸性域になることで、凝集しはじめる場合があります。（銅剤は特に）
〒543-0001 大阪市天王寺区上本町6丁目2－27　TEL:06-6763-3080  FAX:06-6763-3255

農薬は先に攪拌、キトサンは最後に添加！

ランドグリーンPRO（キトサン）の入れ方について
タンクに水と農薬を入れ良く撹拌し、水が8割程度溜まってからキトサンを入れてください。
注意点：アルカリ域で溶解している農薬成分が、ランドグリーンPRO（原液pH3.7）添加により、


